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大正大学社会福祉学会

4年ぶりのゼミ合宿

日本高齢者大会で「学生出前定期便」の実践を報告
口述試問

銀杏並木

2023年11月１日より、第37代学長として神達知純先生が就任いたしました。学長の交代

に伴いまして、副学長、学長補佐、学部長、研究科長につきましても新たな体制となりまし

た。社会福祉学科は、2024年４月より新・人間学部となります。その新・人間学部長として、

新保祐光教授が就任します。2023年11月１日より、大学院人間学研究科長として、神山裕

美教授の就任、学長補佐は宮崎牧子が引き続き担当することとなりました。

2026年に大正大学は、百周年を迎えます。本学科としても、伝統プラス高校生や現場か

ら魅力を感じてもらえる何かを創りだしていけるように取り組んで参りたいと思います。

オレンジリボン運動

授業風景



大正大学社会福祉学会第47回大会・大学院社会福祉学専攻共催企画

子ども家庭福祉の動向と近未来のソーシャルワーカーの課題

「子ども家庭ソーシャルワーカーの資格化とその課題」

講師：関東学院大学教授 渋谷昌史先生

令和６年

２月11日（日）
13：30-18：00
会場：２号館５階
（オンライン同時開催）

基調報告

＊第１部会：研究と実践の発表の場「子ども家庭福祉の研究と実践」

〇竹之内 賢氏（北区職員）

子ども家庭支援センターの児童虐待対応について(仮題)

〇廣江 仁氏（社会福祉法人養和会 理事長）

スクールソーシャルワーカーの子ども家庭福祉の実践(仮題)

〇須田 洋平氏（NPO法人 サードプレイス）

子どもの居場所支援の実践(仮題)

〇コーディネーター 石川 到覚先生（名誉教授）

＊第２部会：多世代支援の地域福祉実践～社協活動（その２）
【各自治体・社協活動の情報を共有】

〇野村 拓夢氏（国分寺市社会福祉協議会）

ひきこもり当事者との協働の実践(仮題)

〇早川 穂乃香氏（葛飾区社会福祉協議会）

住民の主体性形成の実践(仮題)

〇根本 浩典氏（文京区社会福祉協議会）

地域課題の解決に向けた人材育成「フミコム」の実践(仮題)

〇コーディネーター 大竹 宏和氏（豊島区民社会福祉協議会）

分科会

総会・懇親会

【参加費】

大 会：無料
懇親会：2,000円

【申し込み方法】

➀氏名
②参加方法(対面orオンライン)
③参加したい部会
④総会・懇親会の出欠
を学会メールアドレス
(info@tais-shafuku.sakura.ne.jp)
までにお送りください。

オンラインで参加の方には、
２月７日までに、ZOOMの情報
をメールでご連絡いたします。

下記QRコードからもメールを
送ることができます。

会場：２号館３階

mailto:info@tais-shafuku.sakura.ne.jp


シルバーウィーク企画笑店街プロジェクト

落語で笑ってネイルでほほえむ「巣鴨
笑店街カフェ」を、大学のおひざ元にある
巣鴨地蔵通り商店街にある「ガモール志
學亭」店内にて、9 月 14 日(木)から 9 月
18 日（月・祝）までの 5 日間限定でオー

プンしました。当日は、インターンシップを
履修している学生を中心として運営しま
した。ネイルは、事前に学生がプロのネ
イリストに習って、このイベントで希望す
るお客様へ塗っています。

区民ひろば西巣鴨・友遊まつりにて１年生活躍！

１０月７日（土）の午後、友遊まつりが開催されました。今年は、１年生12名が

当日のボランティアとして参加をしました。学生は、モンキーボウリング、ソース
せんべい、チャンスボールのブースを担当しました。担当しながら、参加者や運
営協議会の人たちと交流を図る中で、地域住民が子どもたちを見守っている地
域社会の大切さを感じたようです。

友遊まつりで高際みゆき区長と記念写真

左奥で学生2名がお客様にネイル中
手前では、お客様と学生が話しをしています

公園再生に挑戦

宮崎ゼミの４年生が、地元の「巣鴨庚申塚まちづくりを考える会」、

闘魂ペインターズ（ボランティア団体）、大正大学美術部、近隣にある淑徳巣鴨中学
高等学校美術部、豊島区立巣鴨北中学校美術部と協力しあってペイントしました
（写真参照）。

外壁のデザインは、都電です。大学のすぐそばを走っており、地域住民誰もが
知っているので、それに例えております。この公園には、千川上水の沈殿池が歴史
遺構であり、それが明治時代なので、「明治→令和」と表示、そして豊島区のシンボ
ル的存在のフクロウを運転手にしています。
ぜひ、大正大学のすぐそばの豊島区立千川上水公園に足を運んでみてください。

区民ひろば西巣鴨運営協議会会長と
学生ボランティア一同で、記念撮影

高大接続教育の実践：都立赤羽北桜高校と大正大学

今年度から、我が学科と都立赤羽北桜高校家庭学科の高大接
続教育がスタートしました。

４月～７月は、バリアフリーとユニバーサルデザインの学習、高齢
者の視点から食生活を学習するため、特別養護老人ホームやデイ
サービスの施設見学や高齢者福祉施設で働く栄養士の話しを聞く
機会をもちました。

９月にはいり、４回の授業では、実際に児童虐待防止のためのオ
レンジリボン運動推進隊として活動をしている我が学科の４年生金
ゼミ４名の学生が、高校生に児童虐待を防止するためのオレンジリ
ボン運動への理解、関心をもってもらうために、パワーポイントを作
成し、子どもの権利、児童虐待の現状、オレンジリボン運動のこと
を解説しました。

としま案内人長崎町とコラボ

沖倉クラスの１年生は、「地域アセスメント」の視点を養う機
会として、大学のある豊島区、その中でも西部地域でまち歩き
をしました。

地域で名所・名跡や歴史等を紹介するボランティアガイド「と
しま案内人長崎町」の方に一緒に歩いていただきました。

学生だけのまち歩きは、どうしてもそこにある現在の様子し
か把握することができませんが、今回のコラボを通して、歴史
的背景や社会資源の裏話を伺うことで、より深みのある「地域
アセスメント」を行うことができたようです。



大正大学社会福祉学会事務局

〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨3-20-1

大正大学社会福祉学科事務室内
TEL 03-3918-7311〔内線5770〕
FAX 03-5394-3057
MAIL info@tais-shafuku.sakura.ne.jp
事務局長：熊澤利和 事務助手：赤坂真樹 大正大学社会福祉学会

マスコット ぷくまる

大正大学社会福祉学研究室
ホームページ・ＱＲコード：

http://ohdai-sw.com/index.html

オープンキャンパスの学生企画

室友会の活動も徐々に活発になってきました。定期的に室友会で話し合いが行われ、夏の
オープンキャンパスでは、学科企画「ワールドカフェ」を行いました。そこでは、「大学の授業や実
習はどうなの?」「大学のサークル活動や課外活動やアルバイトはどんなことをしているの?」「受
験に向けてはどんなことをしたの？」などを高校生の受験生と語り合う企画をおこないました。
室友会の学生がファシリテーションをして、高校生が話しやすい環境を創り出していました。

室友会主催の卒業生追い出しパーティー開催が4年ぶりに復活しました。
卒業研究が終わり審査の合否の結果等卒業に向けての
ガイダンスが、毎年1月末に行われます。その後に室友会主催の
学生同士の交流と先輩たちの慰労を兼ねて、軽食等を準備して
行っております。
学年をまたいだ交流がすこしづつ増えてきて、室友会の大切に
している学生同士のピアサポートの伝承ができると良いと思います。

大正大学社会福祉室友会の活動報告

SNSで情報発信中！！

X（旧Twitter ） Instagram

大正大学社会福祉学会編により『新・社会福祉原論』が刊行されました。
本書は社会事業研究室開室90周年を迎える記念日に本学会が発行した『人間ってい

いな 社会福祉原論』の全訂版である。本学科社会福祉学科の社会福祉教育はこの間、
大学の教育体制及びカリキュラムの再編が続き、前書の改訂版として発刊されました。
本書のねらいは、大正大学の教育理念であるTSR(Taisho University Social 

Responsibility)の学風の醸成を育み、本学科の独自の社会福祉学を学修するための基
礎的なテキストにすることと、「社会福祉原論」のテキストはもちろんのこと、4年間の学

修の副読本として、「基礎的な問いに答える方式」を採用しています。構成は「原理・思
想」「社会福祉政策」「ソーシャルワーク」の三部門からなっています。仏教学科の先生
方の寄稿、社会福祉学科の教員、卒業生らの執筆によるものです。ぜひ、ご一読くださ
い。T-mapにて販売中です。

大正大学及び大学院を修了した鈴木孝典先生と鈴木裕介先生編による、ソーシャル
ワークの著書が出版されました。執筆者には大正大学大学院を修了した先生方が多
いことが特徴です。ぜひ、高校生からベテランの実践者、若手に実践を説明するため
のツールとして活用してほしいと思います。


